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 様々なスピンに反転パルスを連続照射することでコヒーレンスが増大することは，dynamical 
decoupling としてよく知られている。このとき，照射する反転パルスの間隔が短ければ短いほど

（長ければ長いほど），コヒーレンスもより長く（短く）なる。この現象は，物理的には，「反

転パルスを照射する頻度（周波数）において観測されるコヒーレンス時間は，その逆数を取れば

コヒーレンスを乱す雑音のスペクトル強度とみなすことができる」と考えられている。実際，こ

れまでにもこの視点に立脚して，コヒーレンスを乱す雑音スペクトルを得る結果がいくつか報告

されている[1]。しかしながら，主にスペクトル強度の定義の仕方に任意性があることから，統一

的な見解が得られていないのが現状である。 

 我々は，理論で証明されている二つの手法を用いれば[2,3]，多重スピンエコーの結果からスペ

クトル強度を一義的に定義できることに着目する。さらに，この手法においては，実験的な artifact

の影響を受けていないことにも注目し，一義的かつ統一的に雑音スペクトルを得る手法を提唱す

る。今回，この手法をこのバルク GaAs 中の As 核スピンに対して適用し，コヒーレンスを乱す雑

音スペクトルを明らかにした。その結果，雑音スペクトルはローレンツ型の周波数依存性をもつ

こと，さらにその特徴的な周波数から，雑音源は隣接する As 核スピンの磁気双極子の揺らぎであ

ることを明らかにした[4]。 

	 講演では，バルク GaAs のドーピング依存性についても議論する。  
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